
令和７年度とうきょうすくわくプログラム活動報告書（１）            記録者 柴⽥佳美
し ば た よ し み

 

活動のテーマ                    探求活動の実践 活動内容 

 

テーマの設定理由 

 
 
活動スケジュール                   

 

活動のために準備した素材や道具 環境の設定 

 

 

 

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠や 職員との関わり 

 

 

 

 

  

          

  

 

 

 

 

 

 

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠や職員との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣の畑に苗を植える、種をまく。        

 

園では野菜の苗を毎年購⼊して、畑やプランター
で育て、収穫し⾷べているから。 

２０２５年４⽉２４⽇９時３０分から１１時００分 

野菜の苗 かぼちゃ２ ⼈参の種 きゅうり 2 
トマト 2 なす 2 ピーマン 2 マリーゴールド
６ スコップ ⼤きいショベル 雑草を刈る道具 

バケツ 

苗を買いに⾏く。  

⼟を耕す⼈を⾒る。  

堆肥とまぜる。 

⾊が混ざる。  

⾍を発⾒する。  

雑草を抜く。  

ニンジンの種を植える。 

野菜の苗を植える。 

「テントウムシの幼⾍だ。」 雑草抜いて「これなに？」「⼟に⽩い粒粒がある。」「保育園の⽊の⼟にまいてあるのといっしょだ。」  

⼟と肥料をスコップで混ぜる。「スコップがぶつかって⾳がした。」 スコップの持ち⽅や使い⽅に興味を持ち、畑にある⽀柱やキウイの棚の柱に興味
を持つ姿が⾒られた。 

「苗を植えたの。」「苗を埋めたの。」「苗を育てるには何がいるのかな。」「苗を育てるには⽔がいるんだよ。」                                              

「プランターの中に⾍がいるよ。」⼟を触って「柔らかい。」苗をポットから出して根っこを観察する様⼦も⾒られた。 

 

       

  

               

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りによって得た職員の気づき 

⽇誌より 

先⽇買った苗を畑に植えに⾏った。⼟を耕す保育者の姿を⾒て「がんばれ」と応援したり、⾃分たちでスコップを使って⼿伝い、⼟
の感触を楽しむ姿があった。⾃分の担当している野菜の種や苗を畑やプランターに丁寧に植え、収穫に向けて期待が⾼まっていた。 

職員より 

⼟とにんじんの種にわくわくした⼦供の姿があったため、⼟に種をまく活動につなげられればと感じた。 

また ⼟の⾊が混ざる様⼦に興味を持ち⼟の感触を中⼼に楽しむ活動になったので⼀⼈⼀⼈が⼟の⾊を作ってみるような表現に繋げ
られればと感じた。 

それぞれの 感性 五感の働きを通して、豊かな実体験から感じる⼼を深める活動を年間通して展開できると良いなと感じた。 

これからもそれぞれの発⾒を⼤切にできる環境作りに努めたい。 

     

 

 

  

 

苗を植えた後 まるくなって座って 保育⼠は⼦ど
もたちに感想を聞く。  

「育てた野菜で何をつくる？」 

「野菜でカレーをつくるんだよ。」  

「パンプキンパイを作りたい。」  

「トマトハヤシライス。」  

「トマトケチャップ。」  

「⼈参の種を植えるのが楽しかった。」３名  

「⼟がふかふかできもちよかった。」  

「葉をさわって柔らかかった。」 

 

 



令和７年度とうきょうすくわくプログラム活動報告書（２）           記録者 柴⽥佳美
し ば た よ し み

 

活動のテーマ                    探求活動の実践 活動内容 

 

 

テーマの設定理由 

 
 
活動スケジュール                   

 

活動のために準備した素材や道具 環境の設定 

 

 

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育者や職員との関わり 

 

 

 

 

  

          
  

 

 

 

 

 

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠や職員との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣の畑で 種（ひまわり）をポットに植える。 

前回の活動でにんじんの種に興味を⽰したため。 

５⽉２６⽇ ９時３０分から１０時３０分 

ひまわりの種 ポット ⼟ 

３階保育室から散歩に⾏く前に５歳児そら組１０名は先に畑に向かう。 

畑で種を植える。     

畑で⼦どもの前で職員が種を植える。 

観察する。 

その後少⼈数の輪になって⼀⼈ずつ保育⼠と⼀緒に植える。 

植え終わった後に約１ヶ⽉前に植えたかぼちゃとにんじんの苗の成⻑の様⼦を観察す
る。 

畑に移動してひまわりの種をポットに植える時には（保育⼠が⼟の軽さに驚く、⼦どもたちが持ってみると）「軽〜い（⼟）。」「⽔捌けが良い⼟
が⼊っているから軽いのかな。」（職員） 

 

 

 

 

 

（ポットの中からひまわりの種を⼀⼈２つずつ取る。）「ひまわりの種⼩さいのと⼤きいのがあるね。」（ひまわりの種）  

「いい匂いがする！」ポットに⼟を⼊れて指で⽳を開けて植えることを説明するとそれぞれ取り組んでいた。 

   

            

 



⼦どもの声 姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りによって得た職員の気づき 

⼦「あ、むしだ。」職員「カボチャについているウリハムシがカボチャの葉を⾷べてしまって⼤変だ。」という話をする。 

⼦「僕のうちのカボチャの葉にこの⾍がきて困っています。」職員「この⾍は葉を⾷べたくて、⼈間はカボチャの実を⾷べたいから苗の葉がなくなる
と実に栄養が回らなくなるから困るんだけど、⼈間の考えで⾍を退治しちゃったら良いのかな。その⾍が来ないようにするにはどうすれば良いかいい
考えがあったら⾔ってね。」⼦「その⾍の嫌なことをすれば良いんじゃない？」とみんなで考えた。 

１ヶ⽉前に植えたにんじんの種とカボチャの苗の観察。  

職員「カボチャの花で他の花とで違う花があります。」⼦「こっちは⽑が⽣えている！」職員「雄花と雌花があって雄花の中の花粉というものが雌花
につくと受粉というのをして雌花にある丸い⽟が⼤きくなるんだよ。」 

花が終わって葉を切ったチューリップの球根を⾒つけて⼦「これ な〜に？」チューリップの球根に興味を持つ⼦もいた。 

 

保育⼠がカボチャの実の⼤きさを⼦ども達に聞く。「かぼちゃの実の⼤きさはどんな⼤きさだった？」⼦ども達はこれくらいのおおきさと⾔って⼿で
⽰した。 

⽇誌より 

１０名で畑に⾏き、ひまわりの種をカップに植えた。スコップで⼟を⼊れる時は「このくらいかな？」と友だちと確認し合いながら⾏っ
ていた。畑の野菜にも興味を⽰し成⻑して実がついているのをじっくり観察していた。 

A、B： スコップを使う順番を⾃分たちで決めるように声をかけると、B が「A くんつぎかして！」 と声を掛けていた。 すると A が
「B ちゃん、さきにやっていいよ！」と譲ってあげようとし、B も素直に「ありがとう。」とお礼を⾔って受け⼊れていた。 

C： 畑のかぼちゃを⾒ると「ぼくのいえでもかぼちゃそだてているよ。」と⼤⼈や友だちに教えていた。野菜の花や実をじっくり観察し
ていた。 

D： カップの線が書いてあるところまで⼟を⼊れるように声をかけるがあまり理解できておらず、線より下に⼟を⼊れていた、個別で説
明すると理解できていた。 

E： C と隣でひまわりの種を植えることができうれしそうな様⼦だった。２⼈で話し込んで⼤⼈の話を聞いていない時もあるがまわりを
⾒ながら取り組んでいた。 

 

職員より  

⼟の軽さ、種の匂いに気づき、素晴らしい感性を持った⼦どもたち。それぞれの 感性 五感の働きを通して、⼟、種、葉、花、⾍、実
と出会うことから ⾃然の流れ 命のめぐりを感じ 豊かな実体験から感じる⼼を深める活動を年間通して展開できると良いなと感じ
た。 

これからも発⾒を⼤切にできる環境作りに努めたい。 

 
 
 
 

 

       



令和７年度とうきょうすくわくプログラム活動報告書（３）                  記録者 柴⽥佳美
し ば た よ し み

 

活動のテーマ                     探求活動の実践 活動内容 

 

 

 

テーマの設定理由 

 
 
 

活動スケジュール                   活動に準備した素材や道具 環境の設定 

 

 

                                                         

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠との関わり 

 

 

 

 

       

       

隣の畑でにんじんの間引きとカボチャの成⻑観
察。 

ちいさなにんじんを間引きをしたものを置いて
おいたところ、こどもたちが興味を持ったた
め。 

６⽉２７⽇（⾦）１５：１０から３０分 

６⽉３０⽇（⽉）１５：４５から３０分 

間引いた⼩さなにんじん ⼩さなカボチャの実 ⾍よけ 

畑でにんじんの間引きをし 隣の畑を観察する。 
 
１５：１０に ３階へ、 
 
⼦どもの⽔やりの様⼦を観察。 
 
１５：４５ ⼦どものおやつが終わる にんじんの間引きを促す。  
 
⼦ども何⼈かでにんじんの様⼦を⾒に⾏き、間引く。 
 

⼩さなにんじんを間引いたものをお部屋に飾っておくと、思い思いに観察し始める。畑でにんじんが育っていることを伝え、間引く作
業することを提案する。お部屋で間引きされたにんじんを観察しながら、「⻑―い。」「ふわふわしている。」「にんじん、昨⽇みた
よ。」畑に出ると、いちごがなっているのを発⾒し、「これたべられるの？」と観察していた。剪定した⼩さなカボチャの実に興味を
⽰し、よく観察し、友達にも⾒せる姿もあった。カボチャの葉を剪定し、⼀⼈ずつ剪定したかぼちゃの葉を持っていると、「しおれる
と、しおれたらとちくちくするのはなくなるの？」とカボチャの茎が萎れること、また棘状の⽑の部分に興味を⽰す姿も⾒られた。 

 



 活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠との関わり 

 

 

 

  

    

    

  振り返りによって得た職員の気づき振り返り 

職員がにんじんを間引く姿を⾒て、「どうやってするの？」「抜けたよ。」「抜けると気持ちいい。」「これたべられるの？」「たべた
い。」A「にんじん、気持ち悪いから持っていられない。持ってて。」  

間引いたにんじんを、部屋に飾ると畑に⾏っていない異年齢の⼦どもも興味を⽰して覗き込んでよく観察していた。 

 
間引きという活動から、にんじんの葉の感触を楽しむ⼦、にんじんの根を「気持ち悪い」と表現する⼦、かぼちゃの茎を切った後、葉が
しおれるということに気がつく⼦、様々な⽣き物に気がつく⼦、それぞれの感覚的な興味につながっていった。また間引きのやり⽅を知
ろうとする探究⼼、できたという達成感、⾷への興味と繋がりを⼤切にし、豊かな実体験へとつながっていけたら、素晴らしいのではと
感じている。 
 
具体的な次のステップとして⼤きくなっていく植物の詳細観察として、にんじんやかぼちゃの実の断⾯を切って観察し、茎や葉なども描
くなど次の豊かな観察と表現の体験に発展させることや、成⻑した野菜を収穫した後、実際に⾷材としての役割を学んだり、店で売られ
ているにんじんと⽐較することで⾷への興味を⾼める活動や、植物がどのように⽔分や養分を吸収し成⻑するのかについて具体的な実験
を通じて学びを深めることも素晴らしいのではないかと考える。 
 
これからもそれぞれの発⾒を⼤切にできる環境作りに努めたい。 



令和７年度とうきょうすくわくプログラム活動報告書（４）           記録者 柴⽥佳美
し ば た よ し み

 

活動のテーマ                    探求活動の実践 活動内容 

 

テーマの設定理由 

 
 
 

 

活動スケジュール                   

 

 

 

 

活動のために準備した素材や道具 環境の設定 

 

 

 

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠や職員との関わり（⽇誌より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          

  

活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠や職員との関わり 

 

 

 

 

 

鉢巻の布をピーマンの葉とびわの葉で染める。        

 

園の⾏事 親⼦で遊ぼう会のキッズソーランを踊
る時につける鉢巻を⼦どもたちが育てた収穫後の
ピーマンの葉と茎、また旧園舎で剪定されたびわ

の葉、と⼩枝で染める。 

9 ⽉ 16 ⽇（⽕）ピーマンの 茎と葉を切る。 

9 ⽉ 19（⾦）ピーマンの葉と茎（⽣）と 葉を乾
燥したもので 染める。 

9 ⽉ 22 ⽇（⽉）びわの葉と⼩枝で染める。 

5 ⽉に⼦どもたちが植えたピーマンの葉と茎、び
わの葉と⼩枝 ガスコンロ ⽔ 不織布の袋（三
⾓コーナーの袋） 鉢巻の布 １２本 X 3 ⾊ 
⾖乳 重曹 焼きミョウバン 

9 ⽉ 16 ⽇（⽕） 

ピーマンの 茎と葉を切る。細かく千切る。乾燥させる。あらかじめ準備しておいた⾖乳に浸

して乾燥させた鉢巻の布を観察する。都度、⾹り、⾊、⼿触りを体感する。 

9 ⽉ 19（⾦） 

ピーマンの葉と茎（⽣）と葉をドライにしたものを不織布の袋にいれる。その不織布の袋を 

鍋に⼊れ⽔を⼊れ、ぐつぐつ沸騰させて煮る。鍋の中のお湯の⾊を２回ほど⼀⼈ずつ観察す
る。⾊の観察の間に２回、キッズソーランを踊る。⾖乳に浸して乾燥させた鉢巻を、⼀⼈ずつ
⼊れて、煮る。⽕を⽌めて、ベランダに置く。都度、⾹り、⾊、⼿触りを体感する。（９：３
０から１０：３０） 

１時間後、取り出して、ミョウバンの⽔溶液にひたす。３時間ほど浸して、取り出し、⾊の違

いを考える。⼲す。 

9 ⽉ 22 ⽇（⽉）びわの葉（乾燥）と枝（乾燥）で、上記同じ作業をする。 

ミョウバンの⽔溶液、重曹の⽔溶液の２種類に浸して取り出し、⼲す。 

都度、⾹り、⾊、⼿触りを体感する。 

9 ⽉ 16 ⽇（⽕） 染めだしで使うピーマンの葉をとり⼩さく切った。今⽇のものは⼲して使い、当⽇そのままのものも使ってみることにした。「ピーマ
ンの匂いがする」と葉の匂いを嗅いだり、何⾊になるかみんなで考えた。 

9 ⽉ 19 ⽇（⾦） ピーマンの葉を使って染め出しをした。ケンカが多く話もなかなか聞けなかったが、⾊の変化やにおいなどは素直な反応が多かった。
合間にはキッズソーランも踊り発散し、終了後は散歩に⾏った。                                    

葉を細かくちぎることに集中する⼦、葉をもんでからちぎる⼦、それぞれの⽅法でピーマンの葉を細かくした。 

3 ⽇後乾燥したピーマンの葉を⾒て、「カサカサしている。」、「お茶みたい。」とそれぞれ興味深く観察していた。 

「⾖乳に浸して乾かした布を何に浸したでしょうか？」と保育⼠が質問すると、  

「⽜乳。」、「ヨーグルト。」、「⾖腐。」と答えが返ってきた。 

           



 

 

 

 

 

 

 

⼦どもの声 姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りによって得た職員の気づき 

 

 

 

 

「ピーマンの葉は、ピーマンの匂い。」「キャベツを煮た匂いがする。」どんな⾊になるのだろう？ 「みどり。」 「茶⾊！」 

びわの葉っぱの匂いを嗅いでみたら、「臭い！」びわの葉っぱを⽔から煮出すと、「⾎みたい。」「紅茶みたい。」「⻨茶みたい。」「マ
グマって何？」「びわの葉で染めたら、どんな⾊になるのだろう？」という保育⼠の問いには 「緑かな。」 「茶⾊かな。」と答えが返
ってきた。 

「鉢巻を草⽊で染める」という活動から、⼦どもたちの姿は実にさまざまだった。葉の⾹りの違いに気がつく⼦、「なんかにおいがちがう」と匂
いの変化を感じる⼦、不織布の袋をぎゅっと縛ることそのものに⾯⽩さを⾒いだす⼦、コンロに⽕がついた瞬間、「わあ！」と驚きと感動を⾒せ
る⼦、マグマの話から⼭の話へと発想を広げる⼦、染め上がった鉢巻を液体から取り出し、⼒いっぱい絞る感触を楽しむ⼦、同じ活動の中にいな
がら、⼼が動く瞬間は⼀⼈ひとり違った。また、濡れた鉢巻が床につかないよう、バランスをとりながら夢中で⼲す⼦の姿もあった。その違い
が、その⼦⼀⼈ひとりの「今」の育ちなのだと感じた。 

草⽊の⾹り、⼿触り、⽕の温かさ、⾊の変化、五感を通した実体験の中で、⼦どもたちはそれぞれの興味を⾒つけ、⾃分なりの関わり⽅を広げて
いった。そのような姿からそれぞれの発⾒を⼤切にできる環境づくり、そして豊かな実体験へとつながっていけたら素晴らしいのではと感じた。
季節の草花や⾝近な⾃然物を取り⼊れることで、⾃然への関⼼や探究⼼もさらに広がっていくことと思う。これからも⼦どもたち⼀⼈ひとりの
「気づき」や「やってみたい」という思いを⼤切にしながら、豊かな実体験へとつながる環境を整えるように努めたい。 

 

 

      

 

鉢巻を絞る、⼲すことに 夢中になり「お⼿伝いしたい。」
と⼿伝ってくれる⼦がいた。布を洗濯ばさみで挟む、バラ
ンスをとりながら⼲す、濡れている時と乾いている時の⾊
の違いに気がつく、など次の発⾒や探求に繋げられたらと
考えた。 

 

    

  



令和７年度とうきょうすくわくプログラム活動報告書（５）           記録者 柴⽥佳美
し ば た よ し み

 

活動のテーマ                    探求活動の実践 活動内容 

 

テーマの設定理由 

 
 

活動スケジュール                 活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育⼠や職員との関わり（⽇誌より） 

 

 

活動のために準備した素材や道具 環境の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          
  

活動中の⼦供の姿・声、⼦ども同⼠や保育者や⼈との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼦どもの声 姿 

 

 

 

芋ほりを通して畑で様々な発⾒をする。 

 

園の⾏事で芋ほりをするため。 

10 ⽉ 28 ⽇（⽕） ９：３０ころから１２：００ 

 

 

スコップ 軍⼿ 段ボール箱 ビニール袋 

 

10 ⽉ 28 ⽇(⽕) 芋ほり 

９：３０から隣の畑で芋掘りをする。 

 

 

 
⼟を触ることを嫌がる⼦もいたが、⼤⼈が傍で⼀緒に掘ることで少しずつ芋を掘ろうとする姿に
変わっていた。 

芋に興味がある⼦もいれば⾍に夢中な⼦も多かった。特に５歳児男児は 素⼿で⼟を掘ってカナ
ヘビ、幼⾍などを⾒つけると⼤喜びで捕まえたものを得意気に周りの⼈に⾒せていた。 

全体的に「おいもたくさんとりたい」と意気込んでいる⼦が多かった。 

⽋席者はいたが参加した⼦はどの⼦も１回は掘ることができた。指を怪我している⽬のものもら
いの⼦はバイキンが⼊らないよう気をつけた。 

どこにさつまいもがあるのか分からず、⼟の中をそっと探る姿や、⼟が⼿につくことを気にして何度も⼿を⾒つめる姿も⾒られました。 

「トカゲがいたよ！」「⾒たい⼈！」「しっぽが切れた！」「動いている！」「また⽣えてくるから⼤丈夫だよ。」⼟の中から⾒つけた⼩さな命に、驚
きと発⾒の声が広がりました。「⼟の中に⾍がいた。」「この⾍は何？どうなるの？」職員が「⼤⼈に聞いてみよう！」と声をかけると―― 

⼤⼈が教えてくれました。「根っこを⾷べてしまう幼⾍だよ。」「蛾になるよ。」⼦どもたちの「なんで？」「なに？」という問いから、 
興味はどんどん広がっていきます。その瞬間の驚きや疑問を⼤切にしながら、これからも発⾒が深まる環境をつくっていきたいと思います。 

 

              

            



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りによって得たまわりの⼤⼈の気づき 

 

 

 

芋ほりの活動では、⼦どもたちのさまざまな姿が⾒られた。 

⼟の感触をじっくり味わう⼦、⾒つけた⾍やトカゲを観察しようとする⼦、⼟の中の幼⾍を「これなあに？」と⼤⼈に尋ねる⼦、 
さつまいものベタベタする感触に驚いたり、さつまいもの葉と笹の葉っぱの違いに気づいたりする⼦、同じ体験の中でも、⼼が動くところ
は⼀⼈ひとり違う。その「気づき」こそが、感じる⼼を深める芽だと思った。 

芋ほりの後は、芋づるを使ってリース作りをした。収穫だけで終わらず、⾃然の恵みを⽣かした表現活動へとつながった。 

他の展開として、いものつるで素材を染めたり、リース作りをした後、掘った⼟のついた芋を皆で並べモチーフにして⻑い紙に絵を描くな
ど、次の豊かな体験に発展させられたら素晴らしいのではと考える。 

これからも⼦どもたちのそれぞれの発⾒を⼤切にできる環境をつくっていきたいと思う。 

 

  

いものつるでリース作りをした。  

E：結ぶことが苦⼿な様⼦がみられたが 職員がやってみせると結
ぶ真似をして、ねじって飾り付けをしていた。松ぼっくりやどんぐ
りは職員がリースの上に配置をすると「もうちょと下。」などと指
⽰をして配置を⼯夫する様⼦が⾒られた。作ることに集中する時間
は⻑くはなかったが、作品を完成させることができた。 
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	５とうきょうすくわくプログラム活動報告書

